
   

川
越
祭
に
行
っ
て
き
ま
し
た 

 
 
 
 
 
 

横
糸
の
会
（
１０
月
１６
日
） 

 

先
日
の
、
郷
土
の
コ
ー
ス
会
の
時
に
、
一
班
の
メ
ン

バ
ー
で
川
越
祭
を
見
て
懇
親
会
を
し
ま
し
ょ
う
と
の
提

案
に
、
全
員
の
都
合
は
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
集
ま

れ
る
目
処
が
つ
い
た
の
で
、
16
日
に
、
川
越
祭
見
物
と

懇
親
会
を
開
催
す
る
事
と
し
ま
し
た
。 

 

16
日
Ｊ
Ｒ
川
越
駅
に
5
名
が
集
合
。
改
札
出
た
所
か

ら
既
に
混
雑
し
て
い
ま
す
。
人
の
流
れ
に
任
せ
て
商
店

街
通
り
を
歩
い
た
が
、
元
々
広
く
な
い
道
幅
な
の
に
、

露
店
が
出
て
い
る
為
、
更
に
道
が
狭
く
、
年
末
の
ア
メ

横
を
歩
い
て
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。
松
江
町
あ
た
り
か

ら
、
中
央
通
り
に
で
て
し
ば
ら
く
行
く
と
山
車
が
こ
ち

ら
に
向
か
っ
て
き
ま
し
た
。
仲
町
、
札
の
辻
あ
た
り
で

方
向
変
換
を
す
る
山
車
を
見
て
、
市
役
所
か
ら
戻
り
行

程
で
Ｊ
Ｒ
川
越
駅
と
向
か
い
ま
し
た
が
、
4
時
頃
迄
に

戻
る
予
定
が
、
混
雑
も
有
り
３０
分
以
上
遅
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
大
宮
の
懇
親
会
会
場
に
は
15
分
位
遅
く
な
り

ま
し
た
が
、
こ
こ
で
、
伊
藤
さ
ん
が
合
流
し
て
、
6
名

で
懇
親
会
。
食
べ
て
、
飲
ん
で
、
飲
ん
で
食
べ
て
、
話

し
て
、
楽
し
い
時
間
を
共
有
し
て
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。
（
天
谷
範
夫 

文
・
写
真
） 

★
歴
史 

川
越
城
下
の
大
半
が
焼
き
尽
く
さ
れ
た

1
6
3
8

年
の
川
越
大
火
の
翌
年
に
幕
府
老
中
首
座
で
あ

っ
た
松
平
信
綱
が
川
越
藩
主
と
な
り
町
の
再
興
が
為
さ

れ
る
中
、1

6
4
8

年
、
松
平
信
綱
が
二
基
の
神
輿
・
獅
子

頭
・
太
鼓
を
寄
進
、
川
越
総
鎮
守
で
あ
る
氷
川
神
社
の

神
事
と
し
て
神
輿
渡
御
信
綱
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。16

5
1

年
に
は
祭
礼
と
な
る
。
経
済
的
に
繁
栄
し
た

川
越
商
人
の
町
方
文
化
が
花
開
い
て
、16

9
8

年
に
は
踊

り
屋
台
が
、18

4
2

年
に
は
商
人
町
と
職
人
町
で
あ
っ
た

城
下
の
十
ヶ
町
に
人
形
山
車
が
登
場
す
る
な
ど
変
遷
を

経
る
。 

 

江
戸
時
代
か
ら
「
小
江
戸
」
と
呼
ば
れ
た
川
越
で
は

祭
り
も
江
戸
神
田
明
神
の
神
田
祭
な
ど
天
下
祭
の
影
響

を
強
く
受
け
て
お
り
、
幕
府
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た

天
下
祭
が
東
京
で
は
明
治
維
新
以
後
に
新
政
府
に
よ
っ

て
解
体
さ
れ
山
車
が
無
く
な
っ
て
神
輿
中
心
の
祭
り
に

変
貌
し
た
現
在
、
江
戸
天
下
祭
の
伝
統
が
今
日
で
も
最

も
生
き
て
い
る
祭
り
の
一
つ
で
あ
る
。 

★
特
徴 
川
越
ま
つ
り
の
特
徴
と
し
て
、
氷
川
神
社
の

神
幸
祭
の
付
け
祭
り
が
発
展
し
た
も
の
が
現
在
の
川
越

ま
つ
り
で
あ
り
、
関
東
で
は
数
少
な
い
山
車
の
お
祭
り

で
あ
る
。
現
在
、
神
田
祭
や
三
社
祭
な
ど
に
見
ら
れ
る

神
輿
の
お
祭
り
で
は
な
い
。
山
車
の
曳
き
回
し
と
山
車

の
舞
台
上
で
の
囃
子
の
演
奏
が
さ
れ
る
。「
川
越
ま
つ
り

参
加
の
山
車
」
は
29
台
存
在
す
る
。
町
内
の
象
徴
で
あ

り
神
が
天
降
る
座
で
あ
る
山
車
の
ほ
と
ん
ど
は
三
層
、

人
形
上
下
、
枠
上
下
型
の
江
戸
系
川
越
型
で
、
車
輪
は

四
ツ
車
と
三
ツ
車
で
あ
る
。
二
重
鉾
の
最
上
部
に
は
山

車
ご
と
に
異
な
っ
た
人
形
を
飾
り
つ
け
、
人
形
の
名
前

が
山
車
の
名
前
に
も
な
っ
て
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

人
形
は
神
話
、
民
話
、
徳
川
幕
府
と
川
越
藩
に
ち
な
ん

だ
人
物
な
ど
か
ら
題
材
が
選
ば
れ
て
い
る
。
明
治
以
前

に
作
ら
れ
た
人
形
に
は
仲
秀
英
、
原
舟
月
な
ど
の
江
戸

の
名
工
の
作
品
が
多
く
残
る
。
多
く
の
山
車
が
廻
り
舞

台
に
な
っ
て
い
る
の
も
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
、
囃
子
は

神
田
な
ど
江
戸
か
ら
の
囃
子
の
流
れ
を
汲
み
、
山
車
ご

と
に
乗
り
込
む
囃
子
連
が
決
ま
っ
て
い
る
。
現
在
で
は

山
車
を
所
有
し
て
い
る
町
内
の
中
に
囃
子
連
が
存
在
す

る
こ
と
が
多
い
が
、
か
つ
て
は
近
郊
の
農
村
部
の
囃
子

連
が
乗
っ
て
い
た
。
川
越
ま
つ
り
が
毎
年
開
催
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
山
車
所
有
町
内
の
中
に
囃
子
連
の

発
足
が
始
ま
っ
た
。
現
在
で
も
仲
町
の
山
車
に
乗
る
の

は
中
台
囃
子
連
、
志
多
町
は
府
川
囃
子
連
な
ど
の
旧
町

内
と
郊
外
の
町
の
囃
子
連
と
い
う
形
も
残
っ
て
い
る
。

曲
目
は
「
屋
台
」「
四
丁
目
」「
ニ
ン
バ
」「
鎌
倉
」
な
ど

が
あ
り
「
天
狐
」
「
お
か
め
」
「
ひ
ょ
っ
と
こ
」
「
獅
子
」

な
ど
が
舞
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
山
車
は
、
毎
年
15
台
前
後

が
ま
つ
り
の
際
に
曳
き
回
さ
れ
る
。 

         

 
郷
土
の
会
だ
よ
り 
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★
み
ど
こ
ろ 

山
車
と
山
車
が
道
で
す
れ
違
う
と
き
に
、

山
車
と
山
車
を
向
か
い
合
わ
せ
る
こ
と
を
「
曳
っ
か
わ

せ
」
と
い
う
（
こ
の
「
曳
っ
か
わ
せ
」
、
会
所
へ
の
あ
い

さ
つ
が
川
越
の
山
車
の
特
徴
で
あ
る
廻
り
舞
台
を
発
展

さ
せ
た
）
。
時
に
交
差
点
で
何
台
も
の
山
車
で
行
わ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
夜
の
「
曳
っ
か
わ
せ
」
は
川
越
ま
つ
り

で
一
番
盛
り
上
が
る
場
面
と
な
っ
て
い
る
。 

  
 

秋
祭
り
刻
を
忘
れ
て
楽
し
み
ぬ 
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